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Toraysee® for CE の清拭能力

各クロスの清拭後の ATP値（Ｎ＝各群20）

終業時に透析機器タッチパネルを清拭。

水道水含浸ガーゼ･･１台を1枚で清拭

水道水含浸トレシー･･1台清拭（これを 1 回とカウント）

第四級アンモニウム塩含有環境クロス･･１台を1枚で清拭

清 　 拭 　 方 　 法

7 回清拭後、当院器具消毒の規定である 200ppm次

亜塩素酸ナトリウムに 3 分浸漬し、水道水にて洗浄

後、乾燥させて継続使用。

ト レ シ ー の 洗 浄 消 毒

1 回、50 回、100 回、200 回、の 4 パターンに設定。

ト レ シ ー の 継 続 使 用 の 回 数

継続使用が 50 回程度であれば、Toraysee® は新品使

用時と同等の性能があると示唆された。継続使用が

50 回以上であっても、200 回までは、当院従来の清

拭方法や環境クロスよりも高い清拭性能を示した。
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